
このハザードマップを利用して、自宅や身の回りの浸水の深さや
範囲、適切な避難行動を確認しましょう。
立退き避難が必要になる場合にも備えて、避難場所の場所や避難
経路をハザードマップで確認し、複数の避難先を把握しておくこ
とで避難の安全性が高まります。
水害の状況により、市が発令する避難情報や、開設される避難場所
は異なります。避難の際は、市のHPなどで状況を確認しましょう。
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強い雨が短時間で収まる時は、浸水が発生しても建物の上層階に避難することで安全を確保で
きる場合があります（垂直避難）。

想定される浸水の深さと、建物の場所・高さによって、適切な避難行動は異なります。
自分にとって正しい避難行動を知りましょう。

強い雨が長時間続く予報の場合は、洪水（外水氾濫）の危険が高まり、避難情報を出すおそれがあ
ります。洪水時のように家屋倒壊の危険性がある場所に住む人は早めに立退き避難をしましょう。

●

●

内水氾濫は、浸水が発生しても建物の上階に避難することで安全を確保で
きる場合があります。裏面のマップで身の回りで想定される浸水深を確認
しましょう。
浸水深がひざ下未満でもあっても、水の流れによっては歩行が困難となり
ます。無理に屋外へ移動せず、今いる建物の高所に垂直避難をしましょう。
なお、平屋の場合は、早い段階で最寄りの高く頑丈な建物等に避難しましょう。

自分の避難先をメモしよう
お住まいの学区の緊急避難場所

水害と土砂災害の危険性の低い地域の親戚、友人宅など安全な場所 記入欄
◯◯小学校

アンダーパスは大雨時に冠水・
浸水しやすく危険です。
裏面の地図にはアンダーパス
など冠水・浸水の危険性が高
い場所を示しています。

浸水時の地下施設は、外
の状況が確認しづらく危
険です。また、地上から
の浸水の流入や、停電や
水圧でドアが開かなくな
るといった特有の危険が
あるため、早めに退避し
避難時には通行しないよ
うにしましょう。

低地への浸水 地下への浸水

お住まいの学区の
緊急避難場所

水害と土砂災害の危険性の
低い地域の親戚、友人宅
など安全な場所

裏面のマップを見て、自宅や職場から最寄りの避難場所や、水害の危険性の低い場所を確
認しましょう。
川が氾濫して浸水が発生する前に、市が指定する避難場所や、浸水の危険性がない場所か、
もしくは近くの高い建物などの安全な場所に避難しましょう。
大雨が続くと洪水（外水氾濫）が発生する可能性もあるので、洪水ハザードマップもあわ
せて確認し、安全な避難場所や経路を事前に把握しておきましょう。
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※家屋の倒壊が想定される区域は、裏面のマップで確認してください。

京都市　避難確保・浸水防止

事前に避難を！

荷物をまとめて片手を自由に
長靴は厳禁！
ステッキや傘で足元を確認

●
●
●

地図上で次の 3 つのパターンで
示される場所は洪水時に家屋が
倒壊するおそれがあります。

家屋の倒壊が
想定される区域

全ての家屋の倒壊が
想定される区域

木造家屋の倒壊が
想定される区域

両方の作用によって…

あふれた水の流れによって…

堤防や川岸が崩れて…

市の HP で、市内の地下施設の
一覧を確認できます。

？

水害リスクと避難場所の確認

適切な避難行動を確認

どこに立退き避難するかを確認しよう

屋内安全確保（垂直避難）

浸水の危険性が高い場所を避ける

安全に避難するために心がけること

5m
以上

3 階
建物の高さは？

平屋・2階

2階・3階
平屋

3～5m
未満

1～3m
未満

0.5m
未満

0.5   
  ～1m
未満

予
想
さ
れ
る
浸
水
の
深
さ

立退き
避難

屋内
安全確保

浸水が始まる前に
避難をしよう

高齢者や障がいのある方
などの避難の手助けを！

川や橋には
近づかない！

1人での避難はひかえて
周囲の人に声をかけよう

側溝やマンホール
には注意！

動きやすい格好で
避難しよう

1 2 3 車での避難は
ひかえよう！4

5 6 7

河川氾濫による早期の
立退き避難が必要な区域
（家屋の倒壊が想定される区域）

2階以上へ
垂直避難

水害リスクと避難行動を確認しよう水害リスクと避難行動を確認しよう

「京都市洪水ハザードマップ」は、想定し得る最大規模の降雨により市内を流れる川が氾濫した場合の浸水範囲や
深さなどの情報をまとめたものです。
このハザードマップは、従来のハザードマップを改定し、既存の「洪水予報河川」と「水位周知河川」に加えて、
それ以外の比較的小規模な河川の情報を掲載しています※。
このハザードマップは、これらの河川で発生するおそれのある洪水に対して、日頃からの備えや適切な避難行動
をとっていただくために作成したものです。

（1）水害について知り、身の回りの浸水リスクと、いざという時の避難先などの取るべき行動を確認しましょう。
（2）防災情報や避難情報を調べる方法を知り、水害が発生した時に取るべき避難行動や心構えを確認しましょう。
（3）水害に対して日頃からできる備えについて知りましょう。

洪水により国民経済に重大な損害が生じるおそれがあるとして指定された河川であり、大雨のときには水位などの情報が洪水予
報として発表されます。京都市内では宇治川、桂川、木津川、鴨川、高野川が指定されています。

洪水予報河川以外で、洪水により国民経済に重大な損害が生じるおそれがあるとして指定された河川です。特別警戒水位を設定
し、大雨のときにはその到達を通知・周知します。洪水予報河川に準じる規模の河川や、大きな支川などが主に指定されます。

上記２つ以外の中小規模の川が多いですが、その分、短時間の大雨でも洪水・浸水被害が生じるおそれがあるため注意が必要です。

京都市洪水ハザードマップについて

京都市洪水ハザードマップの使い方

※ハザードマップで対象とする河川の種類
洪水予報河川

水位周知河川

その他の河川

平成 25年台風第 18号による桂川の洪水で被害を受けた嵐山の様子（総雨量 428 ㎜）

このハザードマップは令和８年に改定して新しくなりました！

ハザードマップ洪水

保存版

京都市

●地図についてのお問い合わせ
　京都市行財政局防災危機管理室 TEL 075-222-3210

発行：令和 8年 6月／京都市行財政局防災危機管理室


